
夏
季
休
業
が
目
の
前
で
す
。

毎
日
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
も

ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
数
少
な
い

期
間
で
す
。
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
九
月
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

二
日

弘
済
会
評
議
員
会
・
幹
事
会

(

ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル)

三
観
評
議
員
会(

観
音
寺
商
工
会
館)

五
日

全
日
教
連
本
部
役
員
会

全
日
教
連
第
一
六
一
回
執
行
委
員
会

六
日

全
日
教
連
第
二
七
回
定
期
大
会

七
日

教
育
会
館
歓
送
迎
会

九
日

坂
出
評
議
員
会(

勤
労
福
祉
会
館)

一
二
日

香
教
連
会
長
局
長
会
②
執
行
委
員
会
①

専
門
部
会
①

一
三
日

香
教
連
講
師
部
研
修
会
③

一
五
日

県
教
委
定
例
教
育
委
員
会
傍
聴

三
観
食
事
会(

観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル)

一
七
日

仲
善
協
議
員
会(

丸
亀
競
技
場)

木
田
評
議
員
会(

福
祉
セ
ン
タ
ー)

一
八
日

教
育
関
係
団
体
連
絡
協
議
会
④

坂
出
の
教
育
を
語
る
会

(

サ
ン
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ)

一
九
日

日
本
教
文
研
教
問
審
作
業
委
員
会(

～
二
〇
日)

二
一
日

コ
ー
プ
か
が
わ
総
代
会

(

高
松
国
際
ホ
テ
ル)

二
二
日

人
事
委
員
会
交
渉

二
五
日

小
豆
評
議
員
会
・
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

(

鹿
島
荘)

丸
亀
評
議
員
会(

丸
亀
競
技
場)

二
六
日

臨
時
講
師
部
研
修
会

中
堅
教
員
研
修
会
①

二
七
日

教
師
人
間
論
ゼ
ミ(

若
葉
書
院)

「
教
師
人
間
論
ゼ
ミ
」
は
、
基
本
的
に
月
一
回
、
第
三
日
曜
日

に
四
国
中
央
市
新
宮
の
若
葉
書
院
に
て
開
催
し
ま
す
。
教
師
と
し

て
の
志
を
確
認
し
た
り
、
子
供
た
ち
へ
の
話
に
使
え
る
フ
レ
ー
ズ

を
見
つ
け
た
り
で
き
る
有
意
義
な
二
時
間
で
す
。
是
非
お
気
軽
に

ご
出
席
下
さ
い
。

第
一
回
「
森
信
三
先
生
に
学
ぶ
教
育
」(

平
成
二
二
年
二
月
二
一
日)

「
教
育
と
は
、
人
生
の
生
き
方
の
タ
ネ
蒔
き
な
り
」「
教
育
と
は
、

流
水
に
文
字
を
書
く
よ
う
な
儚
い
業
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
厳

壁
に
刻
む
よ
う
な
真
剣
さ
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
」
森
信
三
先

生
の
言
葉
で
あ
る
。
ま
さ
に
教
育
の
本
質
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。

第
二
回
「
石
田
梅
岩
に
学
ぶ
教
育
理
念
」(

平
成
二
二
年
三
月
二
一
日)

「
人
な
く
ば

辻
立
ち
し
て
も

教
え
ん
と
」
石
田
梅
岩
四
五
歳

の
志
で
あ
る
。「
自
分
は
無
学
だ
か
ら
、
話
を
聞
き
に
来
る
人
は
少

な
い
だ
ろ
が
、
町
角
に
立
っ
て
で
も
、
そ
の
志
を
述
べ
る
決
意
だ
」

と
の
意
に
教
師
と
し
て
の
原
点
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

第
三
回
「
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
学
ぶ
教
育
理
念
」(

平
成
二
二
年
四
月
一
八
日)

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
は
、
道
徳
的
な
人
間
を
育
て
る
基
盤
と
し
て
家

庭
生
活
の
大
切
さ
を
説
い
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
著
書
『
隠
者
の

夕
暮
れ
』
の
中
で
「
家
庭
の
幸
福
は
、
最
も
よ
き
、
も
っ
と
も
著

し
い
自
然
の
関
係
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
混
迷
す
る
現
代
に

も
当
て
は
ま
る
考
え
方
で
あ
る
と
感
じ
た
。

第
四
回
「
松
下
幸
之
助
に
学
ぶ
教
育
理
念
」(

平
成
二
二
年
五
月
二
三
日)

松
下
氏
は
「
立
志
」
の
解
説
に
「
本
気
に
な
っ
て

志
を
立
て
よ
う
命
を
か
け
る
ほ
ど
の
思
い
で
志
を
立

て
よ
う
。
志
を
立
て
れ
ば
、
事
は
も
は
や
半
ば
達
せ

ら
れ
た
と
言
っ
て
も
良
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
志
の

大
切
さ
を
今
の
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
。

第
五
回
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
に
学
ぶ
教
育
理
念
」(

二
二
年
六
月
二
七
日)

肉
体
、
感
情
、
自
我
の
確
立
に
合
わ
せ
た
、
七
年

刻
み
二
一
年
間
の
教
育
で
世
界
か
ら
「
真･

善･

美
」

を
全
身
を
通
し
て
理
解
し
、
自
由
で
自
律
的
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
人
格
の
育
成
を
目
指
し
た
。
発
達

段
階
を
見
極
め
指
導
す
る
手
法
は
現
代
社
会
に
も
生

き
て
い
る
。

（
文
責

森

真
佐
純
）

第６回目を迎える、７月教師人間論ゼミでは、

「マハトマ・ガンディー」氏を取り上げる。ガンディー
は、自分の人生を何よりも真理（Satya）探究という目
的のために捧げた。彼は、自分の失敗や自分自身を使っ
た実験などから学ぶことを通して、この目的の達成を試
みた。ガンディーは、非暴力運動において一番重要なこ
とは自己の内の臆病や不安を乗り越えることであると主
張する。金も地位も名誉もないが真に大切なものは…。

全
日
教
連

れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

土
曜
日
に
授
業
を
や
っ
て
い
た
頃
は
、
午
前
中

き
た
。
そ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
し

事
務
局
長

の
良
さ
」
が
あ
る
。
実
力
は
さ
ほ
ど
で
は
な

の
授
業
を
終
え
て
、
同
僚
と
昼
食
を
食
べ
に
行

か
し
、
一
方
で
職
員
同
士
の
人
間
関
係
を
い
か
に
構
築

福
田

衛
人

い
が
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
格
上
の
チ

き
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
聞
い
て
も
ら

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

ー
ム
と
互
角
以
上
の
戦
い
を
す
る
姿
に
、
勝

っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

な
ら
な
い
。
大
所
帯
に
な
る
と
、
意
思
疎
通
や
共
通
理

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
お
陰

ち
負
け
を
越
え
た
美
し
さ
を
感
じ
た
日
本
人

た
り
し
た
。「
教
師
文
化
の
伝
達
」
が
今
よ
り

解
が
困
難
に
な
る
か
ら
、
常
日
頃
か
ら
色
々
な
場
で
交

で
、
眠
れ
な
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

は
た
く
さ
ん
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
も
っ
と
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が

流
す
る
工
夫
が
必
要
だ
し
、「
心
の
ゆ
と
り
」
を
ど
う

こ
の
稿
が
読
ま
れ
る
頃
に
は
、
丁
度
決

試
合
に
負
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
目
に

す
る
。
学
校
に
帰
っ
て
か
ら
、
一
週
間
分
の
事

作
る
か
も
課
題
で
あ
る
。人
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、

勝
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
頃
で
は
な
い
だ

涙
を
浮
か
べ
る
チ
ー
ム
な
ん
て
、
私
が
見
た

務
を
じ
っ
く
り
や
っ
て
、
日
が
暮
れ
る
前
に
は

校
長
先
生
や
教
頭
先
生
、
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
・
主

ろ
う
か
。
日
本
代
表
に
関
し
て
は
、
あ

限
り
で
は
日
本
だ
け
で
あ
る
。

「
明
日
は
休
み
だ
」
と
う
れ
し
く
な
り
な
が
ら

任
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
よ
う
。
年
齢
構
成

ま
り
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
カ
メ
ル

ど
ん
な
組
織
で
も
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
は
、
家
に
帰
る
。
そ
ん
な
心
の
ゆ
と
り
が
、
人
間
関

や
男
女
の
比
率
等
も
、
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

ー
ン
に
勝
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
俄
然
夢
中
に

そ
の
組
織
を
発
展
さ
せ
、
最
大
限
の
パ
フ
ォ

係
を
作
る
上
で
も
功
を
奏
し
て
い
た
の
か
も
知

日
本
は
「
和
」
の
国
で
あ
る
。
教
職
員
同
士
が
和
を

な
っ
て
応
援
を
し
た
。
我
な
が
ら
、
現
金
な

ー
マ
ン
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
大
切
な
要
素

れ
な
い
。

尊
び
、
連
帯
を
強
く
す
る
こ
と
が
、
活
気
の
あ
る
学
校

も
の
だ
な
と
思
っ
た
が
、
同
時
に
「
や
っ
ぱ

で
あ
る
。
今
の
職
場
は
小
所
帯
だ
が
、
チ
ー

現
在
、
学
級
編
制
の
基
準
を
含
め
た
教
職
員

を
作
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
こ
と

り
日
本
人
だ
な
」
と
改
め
て
感
じ
た
。
試
合

ム
ワ
ー
ク
は
日
本
代
表
に
も
ひ
け
を
と
ら
な

定
数
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
中
教
審
で
議
論
が

で
、
た
ま
に
は
、
近
く
の
人
を
誘
っ
て
サ
ッ
カ
ー
で
も

会
場
で
は
、
君
が
代
が
大
合
唱
さ
れ
て
い
た

い
。
だ
か
ら
、
近
い
う
ち
に
大
き
な
成
果
を

行
わ
れ
て
い
る
。
早
け
れ
ば
、
来
年
度
に
も
三

観
戦
し
な
が
ら
杯
を
交
わ
す
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

り
、
応
援
席
に
大
き
な
日
の
丸
が
揺
れ
て
い

挙
げ
ら
れ
る
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
る
。

十
五
人
学
級
や
三
十
人
学
級
が
実
現
し
そ
う
で

※

ご
意
見
ご
感
想
は
↓
ま
で
…

た
り
し
て
い
た
。「
国
を
思
う
気
持
ち
が
薄
い
」

学
校
も
こ
の
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
に
も
う

あ
る
。
少
人
数
指
導
や
生
活
支
援
、
特
別
支
援

全
日
教
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

と
言
わ
れ
る
日
本
人
だ
が
、
こ
う
い
う
時
に

少
し
主
眼
を
お
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

教
育
に
関
す
る
加
配
も
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
お

及
び
福
田
事
務
局
長
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
や
は
り
自
分
の
国
を
大
切
に
す
る
の
だ
。

と
思
う
。
職
員
同
士
の
人
間
関
係
の
構
築
…

り
、
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た

「
教
職
員
を
増

U
R
L

h
t
t
p
/
/
w
w
w
.
n
t
f
j
.
n
e
t

今
回
、
日
本
代
表
が
マ
ス
コ
ミ
に
讃
え
ら

大
切
な
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
や
す
」
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
味
を

帯
び
て

E
-
m
a
i
l

f
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k
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a
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chance of lifetime

取得できる休暇等
休 暇 取得可能な日数等 申請手続き・(参考となる法令)
夏 季 特 ５日間(6月～9月) 「特別休暇申請書」に記入の上学校長へ提出
別 休 暇 半日・1日単位で取得可 する。(公立学校職員の勤務時間・休暇等に関する規則)
リフレッシ 連続７日程度 「職免・年休」申請用紙に記入の上、学校長
ュ休暇※ 職免日数分・週休・年休・休日で取得 へ提出する。(リフレッシュ休暇実施要項参照)
厚 生 「職務専念義務免除申請書」に記入の上、学
職 免

２日以内(１日単位)
校長へ提出する。(職務に専念する義務の特例に関する条例)

いよいよ夏季休業が近づいて参りました。日々子どもたちに接し、真摯な教育実
践に取り組まれている先生方には、ここで一息つき、心身ともにリフレッシュして
９月を迎えていただきたいものです。夏季休業中も研修会等で、出張・出勤される
ことも多いと思いますが、是非とも合間を見つけて休養いただくと共に、夏季休業
中ならではの研修にも取り組みましょう。

※リフレッシュ休暇の詳細 上記リフレッシュ休暇には、教職員互助会、リフレ
経過年数 日数 補助額 ッシュ旅行補助制度が適用可能です。該当年度内に申
５年 ２日 10,000円 請下さい。また、互助会からも、使用ホテル等の領収

10年 ２日 20,000円 書を添付の上「宿泊保養施設利用補助金請求書」を提
15年 ２日 30,000円 出いただくことで 上限6,000円まで支給されます。是
20年 ３日 45,000円 非ご活用下さい。
25年 ４日 45,000円 ※ 互助会会員期間が25年以上の会員には、
30年 ４日 85,000円 120,000円を上限とした、「思い出記念旅行補助」

も申請できます。

平成23年度出願者数 ( )内の数字は昨年度の出願者数 ＜香教連調べ＞
内 訳 対昨年比 H22年度 H23年度

出願者数
男性 女性 県内 県外 (増減) 競争率 予想競争率

小学校 497 178 319 441 56 1.01

(494) (178) (316) (401) (93) (+3) 7.0倍 4.9倍

中学校
449 203 246 384 65 1.04 132/927 195/946

(433) (188) (245) (375) (58) (+16)

養護教諭 96 1 95 75 21 0.83 10.5倍 6.4倍

(115) (3) (112) (87) (28) (-19) 11/115 15/96

いよいよ平成23年度香川県公立学校教員採用選考試験が目前となりました。先日香
川県教育委員会のホームページに掲載された資料によると、採用予定者数の大幅な増
加に比して、受験者数は微増となったことが分かった。つまり、平均競争倍率は低下
している。本年度採用を目指している講師の皆様には朗報である。是非しっかりとし
た準備を行い、採用選考を突破していただきたい。香教連では、今後２次試験対策研
修会(模擬授業・面接対策)を７月３１日(土)13:30～サンポートホール高松７Ｆ練習
室にて開催する。参加希望の方は至急香教連まで連絡いただきたい。

香教連ホームページ http://www.kakyoren.com/ メール info@kakyoren.com
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